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つどい、輪になり

みんながひとつに！

大運動会

町民大運動会が10 月10 日（体育の日）上野台総合連

動場で開催されました。晴天のもと 、子どもからお年寄

りまで 、多く の町民 が参加 、27 種目の バラエティ溢れ

る演技・競技が繰り広げられまし た。

地区対抗の結果は。小坂地区の優勝 、大枝地区が準僭

脯に輝きました。

一生懸命の演技に 、笑顔があふれます。家族がつどい 。

地区が翰になり 、そし て、みんながひとつになった日。



安
心
で
き
る
町
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

囚
見
町
敬
老
会
は
九
月
十
四
日
。
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

内

の
匕
十
歳
以
ｔ

の
お
年
寄
り
の
方
千
九
百
十
名
の
う
ち
八
自
。冫
ｒ
名

が
参
加
し
ま
し
た
。。

午
前
十
時
か
ら
の
式
典
で
は
長
寿
を
祝
い
記
念
品
の
贈
呈
や
介
護
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
婦

人
会
の
方
の
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
｀
ｆ
軽

ひ
ろ
子
シ
ョ
ー
」
を
堆
能
し
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
長
寿
を
祝
う
日
と
な
り
ま
し
た
。

式
で
Ｍ

永
町
艮

は

「
戦

中
、

戦

後

を

生
き

、
今
日

の
国

見
町

を

築
か

れ

た

み
な

さ
ま

に
、
敬

意

と
感

謝
を
申

し
ｔ

げ

ま
す
．

み
な

さ

ん
は

．兀
気
で

お
い
で

い
た

だ

い
た
も

の
の

、
病

気

な

ど
で

来
場
で

き

な

い
方
も

多
敗

い
．

ら
っ
し

い
ま

す
．

町
で

は
来

年
四

月

の
介
護

保
険

制
度

導

人
に
向

け
、

鋭

愚

収

り
組

ん
で

い
る

と
こ
ろ

で
．

介

護
施

設
の
整

備
．

高
齢

者

福
祉
施

策

の
限

開
に
よ

り

、
み

な
さ

ん
が

安
心

し
て

暮
ら
せ

る
町

づ

く
り

を
進

め
て

ま

い
り
ま
す

．

い
つ

ま
で

も
お

元
乱

で

』
と
あ

い
さ

つ
し

ま
し

た
．

今

年
米

寿
を

迎
え

た
Ｉ
．一
十

．．一
名
へ

長
寿

写
貞

の
贈

呈
．

ハ
ト

歳
を

迎
え

る
．白
六
名

へ
記

念
品

が

贈
ら
れ

ま
し

た
．

健

康
高
齢

者

・
健

康
匣
帯

の
表

彰

、
ね
た

き
り

老
人

介

護
者

慰
労
金

贈
７

が
行

わ
れ

、
出

席
者

最

高
齢
者

へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
お
元
乱

で
、
昊
知
と
経
験
を
社
会
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
ご
と
の
佐
藤
忠
美
議
会

議
長
の
祝
辞
の
後
、
高
野
美
咲
さ
ん

（
小
坂
小
六
年
）
佐
久
川
美
波
さ
ん

（
大
技
小
六
年
）
が
作
文
を
発
表
、

黒
澤

。
八
さ
ん
が
出
席
者
を
代
衣
し

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

昼
に
は
長
寿
を
祝
い
赤
飯
が
配
ら

れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
各
地
区

婦
人
会
の
方
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
『
。
ま
た
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

に
お
い
て
「
津
軽
ひ
ろ
子
」
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
の

竹
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

冨
永
町
長
よ
り
花
東
を
受
け
る
．
出
席

者
最
高
齢
の
三
ノ
輪
フ
ヨ
さ
ん

硲

鮫
）

と
佐
藤
正
さ
ん
（
9
1歳
）

敬老会
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岩
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炬
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梛
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鉢
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３
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岡
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９
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岡
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》

岡
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岡
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岡
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城
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岩
城
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砌
向
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八
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歇
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町
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水
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》
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安
艢
　

弘
　

岡
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纖
田
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部
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水
戸
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松
崎

弘
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大
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野
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Ξ
郎
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山
嶋
北
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喝
　

拾
梱
　

励
　

囀
　

《
錦
町
》

同
　

赤
厰

－

一
　

掏
　

（
－

田
》

岡
　

實
訳

・

翕
　
掏
　

《
麟
８
》

同
　
一
橋

傳
作
　

掏
　

（
山
崎
艙
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同
　

高
橋

正
夫
　

掏
　

（
真
田
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肓
　

錨
地

申
悦
　

同
　

Ｉ
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爾
　

佐
鏤

松
翕
　

掏
　

《
奥
田
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謐
齲
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喝

八
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富
町
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岡
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岡
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縡
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岡
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岡
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岡
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岡
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垣
）

岡
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《
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田
》

＊
こ

の

瞿
付

は
、

平

成

十

一
年

九

月

十

五

日

現

在

の

敬
老

名

簿

を

も
と

に

作

成

し

ま
し

た

．

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
優
し
さ
」

小
坂
小
学
校
六
年
　
高
野
　

美
咲

「
い
っ
て

ら
っ
し

ゃ

い
。
」
私

の

お
ぱ
あ

ち
ゃ

ん
は
、

い
つ
も

に

こ
に
こ

顔
で

言
っ
て

く

れ
ま
す

。
帰
っ

て
き

た
時

も
「
お

帰
り

。
」
と
、

言
っ
て

く
れ

る
の
で

ほ
っ

と
し

ま
す

。

元
気

に
言

葉
を

か
け
て

く
れ

る
そ

ん
な

お
ば
あ

ち
ゃ

ん
の
日

課

は

、
畑

の
野

菜
に
水

を
や

る
事
や

、

庭
の
驤

む
し

り
を

す
る
こ

と

で

す

。
今
年

の
夏
は

い
つ

も
の

年
よ

り
暑

か
っ

た
に
も

か
か

わ
ら

ず
、
朝

か
ら

外
に
出

て
仕

事
を

し
て

い
ま
し

た

。
私
な

ら
暑

く
て

外

に
出

た
く

な

い
の

に
、

お
ば

あ
ち
ゃ

ん
は

進

ん
で
や

っ
て

い
る

の

で
す

。
冬

は
、
寒

い
日

で
も

雪
か
き

を
し

た
り

し
て

い
ま
す

。

今
や

っ
て

い
る
嘔

は
、

広
告
や

カ
レ

ン

ダ
ー
の

紙
で
立

体
的

な

鶴
、

う
さ
ぎ

、
ふ

く
ろ
う

を
折

っ
て

い
ま
す

。
た

く
さ

ん
作

っ
て

み

ん
な

に
あ

げ
て

い
ま
し

た
。
人

に
喜

ん
で

も
ら

え
て

う
れ
し

そ

う

に
し

て

い
る
お
ば

あ
ち

ゃ
ん
で

す

。

こ
の
夏

休

み
、

お
ば
あ

ち
ゃ

ん
に
戦

争

の
こ
と

を
聞

い
て
み

ま

し

た
。

お
ば

あ
ち
ゃ

ん
は

、「
今

と
は

全
然

ち
が

う
時
代
で

い
つ

何

が

落
ち

て
く

る
か
わ

か
ら

な

い
か
ら
す

ご
く

ド
キ

ド
キ
だ

っ
た
よ

。

弟
や
妹

の
世

話
や
家

事
の

手
伝

い
を
す

る
の

は
当

た
り
前

の
こ

と

だ

っ
た

し
、
食

べ
物
は

い
も
な
ど

の
野

菜
類

。
米

な
ん

か
は
、

あ

ま

り
食

べ
れ

な
か
っ

た
。
だ

か

ら
、
そ

ま
つ

に
し

ち
ゃ
だ

め
。

な

ん

で
も
食

べ
な

き
や

。
」

と
ご

ご
っ
た
。

戦
争
時

代
は

、
も

っ
と
苦

し

か
っ
た

に
ち

が

い
な
い
。

こ
れ

か

ら

私
は

あ
ま
り

残
さ

ず
に
食

べ
よ

う
と

思

い
ま
す

。

こ
れ

か
ら

も
お
ぱ

あ
ち
ゃ

ん

と
話
し

て

い
ろ

い
ろ
聞
き

た

い
で

す

。
み

ん
な

に
優
し

く
す

る
お
ば

あ
ち

ゃ
ん

、
体

に
気
を

付
け

て

艮

生
き
し

て

く
だ
さ

い
。



平
成
十
年
度

平

成
十

年
度

国
見
町

各
会

計
決
算

に
つ

い
て

は
、
九

月

定

例
議
会

に
お
い

て

審
議

、
承
認

さ
れ
ま
し

た

。
各
会

計

の

決
算
の

あ
ら

ま
し
に

つ
い

て
お

知
ら
せ

い
た
し

ま

す
。

町

民
各

層
の

要
望

を
踏

ま
え

、
行

財
政

の

一
層
の

効
率

化

を
推

進
し

、「
豊
か
で

住
み

よ
い

活
力

あ
ふ

れ
る
町

づ
く

り
」

を

目
指
し

た

、
創
意

と
工

夫

に
よ
り

、
政

策
推

進
の

積

極
的

な
施

策
を
展

開
し

ま
し
た

。

一
般
会
計

平
成

十
年

度
一

般
会

計
は

、
歳

入

総

額
五

卜
六

億
七

’口
四
十
二
万

八
千

円
（
前

年
比

十

二
・
九
％

増

）
、

歳
出

総

額

五

十

五

億

八

百

六

卜

六

万

円

（
前

年
比

卜
二

・
五
％

増

）
と
な

り
、

歳
入

歳
出

と
も

的
年

度
を

そ
れ

ぞ
れ

六
億

円
を

超
す
増

と

な
り
ま

し
た

。

増
の
主
な
も
の
は
、
歳
入
に
お
い

て
は
、
特
別
減
税
に
よ
り
町
民
税
が

減
収
し
た
も
の
の
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
関
連
事
業
な
ど
の
国
庫
補
助
金

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
歳

出
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連

事
業
や
公
営
住
宅
建
設
な
ど
の
投
資

的
経
費
が
伸
び
た
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
差
引
領
は
九
千
八
百
七

十
七
万
円
と
な
り
、
来
年
へ
の
繰
越

財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
九
千
六

百
九
卜
四
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
。
財
政
調
祭
基
命
や
町
偵

の
繰
上
償
還
を
加
減
し
た
実
質
単
年

度
収
支
も

。
億
円
以
ｈ
の
黒
字
決
算

で
、
健
全
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
当
り
で
は

平
成
十
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

額
を
町
民
一
人
当
り
で
見
て
み
ま
し

よ
う
。（
平
成
十
一
年
三
月
末
の
町
の

人
口
一
万
一
千
五
百
五
十
九
名
）

施策を展開しました。

高齢化社会に対応できる健康で安心の町づくり

・策康づくり事実　　　　　　7,9471 円

・母子保健事業　　　　　　　392 万円

●老人保霞事業　　　　　11 慵 呻5万円

・公立藤田総合病腕負廻全事　　 ３昔4,965万円

・鷁昃年金事輿費　　　　　　　S55 万円

●老人福祉事婁　　　　　　 ２皿4.晧3万円

●心身障富者槽祉事輿　　　　　X741 万円

・社金襴祉魯議会湯ｌ 賢等　　　　4.3?7 万円

・消防体飼と防災対釁　　　　 一 億 み 数万円

●防犯.文通安盒対策　　　　　1,461 万円

国
見
町
決
算



平成１０年度はこのような

特別会計

平成10年度の特別会計、財産区会

計及び水道事業会計の決算額は次の

とおりです。

財産区、水道を除く特別会計の合計

額は、歳入総額25億２万円、歳出総

額は23億3.  5 万円で、差引額１億6

 ､ 457万円となり､財源を11年度に繰

り越す地域振興券特別会計を除 き、

実質収支は全て黒字となりました。

平 成10 年 度　 特 別 会 計 決 算

【単位:千円】

会 計 名 歳 入 歳 出 實質収支

国民健康保険 73 乙 7 681.5 55.4

老 人 保 健 1,023,802 961.509 62.2

貝田簡易水道 13.5 12.5 れ 074

青　　　 英 8 6. 5 ３

公共 下水遭 9.2 6.1 夜 2.9

渇水対策施設 聞 .183
.491

692

土地胴発事業 327 431 a96

地域 振興券
交 付 事 業

42 , 4 〃 2 09 ０

公共下水道については翌年度へ旙臚財源103 千円．敖l・

振興滯交付にり いては緑艦財滝 40. 千円 がある．

平成10年度　財産区 会計決 算

(単位:千円)

会 針 名 歳 入 歳 出 実質収支

入　　　 山 28.814
.748

66

攤　　　 田 241 159 82

大　 木　 戸 163 110 S3

石　 毋　 田 700 669 31

石毋田については財産区媼翕で紹定

平 成10 年 度　 水道 事業 会 計 決 算

1宣世: 苓円1

区　 分 歳 入 皮 出 収支差引額

収益的収 支 19 れ 836 168.269 2  7

資本的収支 1 .407 1 関 .398 △ 6. 的 1

資本的収支の 不足 圃は、こ れを建設改良 積立全、減債碩

立金などにより禰墳し た．



近
代
設
備
を
備
え
た

学
校
給
食
施
設
建
設
へ

こ
の
た
び
町
で
は
、
爭
成
十

二
年
夏
よ
り
町
内
各
学
校
に

給
食
を
提
供
す

る
た
め
、
近
代
的
設
備

を
備
え
た
学
校
給
食

施
設
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
桑
折
町
、

伊
達
町
、
国
見
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖

に
な
る
の
を

受
け
て
、
町
独

自
に
建
設
す
る
も
の
で

す
。

現

在

学
校

給
食
は

、
昭

和
四

十
二
年

か

ら
、
桑

折
町

、
伊
達

町

。
国
見
町

の
Ｉ－一
町

か
ら
な

る
協

議
会

に
よ
り

迦
営

さ
れ

て
お

り

、
三

町
学

校
給

食
セ
ン

タ
ー

に

お
い
て

調
理
さ
れ
、
各
学
校
に
配
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
が
建
設
以
来
『

卜
年
を
経
て
老
朽
化

し
。
ま
た
、
Ｏ
－

１
５
７
な
ど
の
衛
生
面
に
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
施
設

の
改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
町
独
白
‥
で
迅
営
を
し

た

い
と
、

強
く

希
望
す

る
町

が
あ
り

、

三
町

に

お

い
て
協

議
を
重

ね
て

参
り

ま
し

た
が

、
最
終

的

に
、

各
町
が
施

設

を
設
置

す

る
こ
と

が
決
定

さ

れ
ま
し

た
。

こ
れ

を
受
け

て
国
見

町
で

は
議

会
や

学
校

、

Ｐ
Ｔ

Λ

な
ど
二

十
名

か
ら

な
る
学

校
給

食
施

設

怯

伽
懇

談
会

を
設
置

し
、

施
設

の
建

設
地
や

施

設
内
容

等
に

つ
い
て

検
討

を
璽

ね
て

参
り

ま
し

た
。
こ

の
帖

果
、
森

山
字

西
国

兄
地

内
の
町

有

地
（
国

見
溜

池
埋
立

地

）
に
鉄
骨
・
平
屋

建
て

、
床

面

積
七

〇
二

・
五

㎡
の

施
設

を
憩

設
し
、

甲
成

卜
二

年
度
二

学
期

か
ら
町

内

各
幼
稚

園
、

小
・

中
学

校
へ
の

給
食

を
火
施

す

る
計
画

で
す

。

施

設
姓

設
は
平

成
十

万

十
二

年
度

の
二
ヶ

年
継

統
嘔

菜
で

、
国
の

補
助

事
業

を
活

用
し
な

が

ら
進
め

ま
す

。
総
串

業

費
は

四
億

四
千
万
円

と

兄
込
ま

れ

。
外
構

な
ど

の
付
帯

工
嘔

や
備
品

購

入
な
ど

、
準

備
が

す
す

め
ら

れ
ま
す

。

国見町学校給食施設完成予想図

鋤
入
れ
す
る
冨
永
町
長

十
月
七
日
の
安
全
祈
願
祭

施設概要

●敷地面積　3  ､ 1 ㎡

・ 建物構 造　鉄骨造･平 屋擅

●床 面 積　 給 食施設本体　703.5 ㎡

車庫兼ボ イラ ー室　97.5 ㎡

・ 調理能力　 １日　1 . 200食

恋童肉訳・ 込劼 ぐ皇位：千円）

本体耳工事費 �3  い OO

調査瞳計監理費 �16､500

その他の事曩費 �4  臥 4DO
叶 �440,(XX}

財邏内訳冕込 額 （●位：千円）

国補助金
.
 OOO

起　 債 43.

一般財源 6.48

計 440,(X)0

国見町学校給食施設

見　取　図

施設は 、検収室 、下処理室 。調理室、洗

浄室など作業工程毎に独立さ せ 、ド ライ方

式により床を乾燥さ せ食中毒の発生に対 処

し てい ます。 また 、厨房設備は新鋭機材の

導入により 、衛生面と効率性を備えた設備

を計画し ており ます｡調理能力は 、１日1  0

食で学校給食はもとより 。災害 、福祉など

にも対応できるよう 設計されてい ます。



水辺の
しょ う　が っ　 こ う

小学校

岐置予定地を見学する小中学枚の先生方

子
ど
も
た
ち
に

川
と
親
し
む
空
間
を

建
設
省
福
島
工
事
嘔
務
所
で
は
、

徳
江
字
朿
原
地
内
の
阿
武
隈
川
、
佐

久
間
川
合
流
地
点
、
約
二
咎
の
敷
地

に
河
川
公
園
「
水
辺
の
小
楽
校
」
の

整
伽
を
進
め
て
い
ま
す
．
こ
の
小
楽

校
は
．
水
辺
に
親
し
み
な
が
ら
．
実

際
の
河
川
の
姿
を
体
験
学
習
で
き
る

場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
建
設

省
が
胼
成
匕
年
度
か
ら
河
川
整
備
嘔

業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
す
．

計
画
で
は
、
鮭
の
遡
上
を
観
察
、

放
流
の
で
き
る
鮭
広
場
や
．
公
園
内

の
水
路
を
利
川
し
て
安
全
に
水
辺
に

近
づ
け
る
観
察
池
を
設
置
し
、
ま
た

阿
武
隈
川
か
ら
佐
久
間
川
左
側
堤
防

法
而
に
叫
季
の
野
草
や
花
を
植
え
る

こ
と
に
よ
り
、
堤
防
上
の
野
叺
や
花

を
採
集
し
た
り
観
察
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
．

こ
れ
ま
で
．
般
置
場
所
に
あ
た
る

森
江
野
地
区
の
代
衣
の
方
や
．
森
江

野
小
学
校
を
は
じ
め
各
学
校
と
検
討

会
を
開
き
、
施
設
の
設
’叭

要
甲
や
活

川
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
て
き

ま
し
た
、
特
に
小
学
校
で
は
、
水
辺

に
生
息
す
る
生
き
物
や
碵
物
の
観
察
．

水
の
助
き
の
学
習
や
環
塊
教
育
な
と
、

多
様
な
活
川
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．

『
水
辺
の
小
楽
校
』
の
工
事
は
、
来

年
二
月
完
成
を
目
指
し
、
大
規
模
な

護
岸
工
事
で
あ
る
「
平
成
の
人
改
修
」

と
と
も
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
町

で
は
、
こ
の
場
所
に
。
ト
イ
レ
や
あ

づ
ま
や
、
ベ
ン
チ
、
進
入
路
な
ど
の

整
備
に
よ
り
、
本
叭
業
の
推
進
を
図

る
計
両
で
す
。

阿
武
隈
川
の
河
川
敷
は
こ
れ
ま
で

危
険
区
城
に
指
定
さ
れ
て
お
り
。
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
空
間
が

無
い
こ
と
か
ら
、
川
と
の
つ
な
が
り

年
々
薄
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
嘔
業
を
通
し
、
昔
あ
っ
た

渡
し
船
や
川
と
か
か
わ
り
な
ど
も
学

び
伝
え
る
機
会
と
し
、
総
合
的
な
利

川
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

早
期

完
成
へ

向

け
て

「
平

成
の

大
改

修
」

阿
武
隈
川
の
『
平
成
の
人
改
修
』

が
来
年
三
月
の
完
成
に
向
け
て
．
ｒ

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
場
所
で
、
基
盤
漏
水

を
防
ぐ
止
水
矢
板
の
布
設
は
終
わ
り
。

提
体
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
詰
め
る
作

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

堤
防
を
補
強
す
る
腹
付
盛
土
や
、
美

し
い
阿
武
隈
川
を
創
造
す
る
、
ブ
ロ

ッ
ク
へ
の
覆
上
、
緑
化
工
事
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

工
嘔
関
係
者
は
「
川
が
増
水
し
な

い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少

し
で
頑
丈
な
堤
体
が
姿
を
表
し
ま

す
ご

と
、
順
調
に
作
業
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。



９月の

グラビア

一
部
を
救
援
米
に
～
大
木
戸
小
～

九
戸
。二
十
八
日

。
大
木

戸
小
全
児
童
七
十
一
名
は
。
高
城
の
「
あ
つ

か
し
田
　
」
　（

　
響
　
材
　
招

ん
よ
り
借
り
て
い
る
水
田
四
″
。`‐
に
お
い
て
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
児
莖
た
ち
は
鎌
を
手
に
。
黄

金
色
に
穩
を
畢
れ
た
哂
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
の
一
田

は
、
ア
フ
リ
カ
の
窮
民

へ
の
救
媛
米
と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。

下水道まつり
９月11日．徳江のアウアクリーンあぷく ま=f県北浄化

センター1 において，下水道フェアが飃傴されました．

昨年は８月末黶哨の災害で中止されたものの ．今年は瀰

天のもと ．マスつかみ取リや金魚羣くいなど7)催しに，

具北地域から大勢の人がつめかけました．

・ 菊田幼稚園では ，９月３日．おじいちゃんおぱ馮ちゃ

んとのお楽しみ会が開かれました．回児た５は ．おはじ

きやお手玉．竹馬や水鉄砲など ，Ｍの迫ぴを教わり，一

細になって遊びまし た．

おじいちゃんおばあちゃんが
やってきたよ！

衝ａ江里!小学校では．９月10E 祖父母参畷がそjわれ．劇

や齎休みの・ 究成果の発表がありました．クラスの攪冥

旦回を参観し た祖父母の方は．孑供たちが戟しい芒葉を

つガコているのにビックリ．２琢生のパソコン慢作を見

てまたビックリ｡

給 姦 江 野幼稚瀰でも 、９月10ETIおじい５ やんおぱあちゃ

んがやってきまし た. 麕児た５と綫取りやおはじきなど

昔酒ぴを癸しんだあとは 、園児からのｎｒ きプレゼント

がありまし た､、



義
経
ま
つ
り

勇
壮
に
武
者
行
列

甲胄を身にまとった武者たちが、

藤原軍と鎌倉軍に分かれ、あつ

かし山の合職を再現

楽しいイベントが繰り広げられ．

大勢の家族連れで賑わう、藤田

商店街・歩行者天国

『
義
経
ま
つ
リ
』
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
『
武
者
行
列
』
が
九
月
二
十
三

日
（
く
に
み
の
日
）
、
藤
山
商
店
街
で

行
わ
れ
。
勇
壮
な
時
代
絵
巻
の
再
現

に
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
衆
か
ら
、

大
き
な
拍
予
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

鉤
兜
を
身
に
ま
と
っ
た
、
総
勢
一
。

百
余
名
の
武
者
た
ち
は
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
前
広
場
へ
登
壇
、
出
帥

式
の
あ
と
、
藤
原
川
、
鰍
介
軍
の
合

収
を
再
現
し
ま
し
た
。
静
御
前
・
楓

姫
は
出
単
で
、
義
経
ら
は
馬
に
ま
た

が
り
、
堂
々
の
行
進
で
す
。

商
店
街
は
歩
行
者
人
国
と
な
り
、

露
天
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
、
家
族
辿
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
で
四
年
目

を
迎
え
、
主
催
し
た
町
商
工
会
の
東

海
林
一
樹
会
長
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
、
ま
ち
お
こ
し
、
地
城
活
性
化
の

起
爆
剤
と
し
た
い
」
と
開
催
目
的
を

述
べ
て
い
ま
す
。

小
学
校
陸
上
交
歓
会

国
見
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
［
陸
上
一
交
歓
会
が
九
月
二
十
七
日

上
野
台
総
合
運
動
場
に
お
い
て
間
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
各
小
学

校
か
ら
六
年
生
の
全
児
章
百
十
八
名
が
参
加
し
、
町
内
各
小
学
校

の
親
睦
と
連
動
能
力
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
児
蕈

た
ち
は
夏
の
水
泳
交
歓
会
で
出
会
っ
て
お
り
、
他
校
児
埀
へ
の
声

媛
も
飛
び
交
い
ま
し
た
。

国
見
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ

（
陸
上

）
交
歓
会
上
位
入
賞
者

男　　 子

槽 目

1(χDm足

走り幅跳ぴ

ソフトボール投げ

|∝χ〉11走

4fXjmリレー

第 １ 位

浅野　 鳬(小 坂)

４野　 売(小 坂1

宍.戸Ξ史凹{心江野}

糂山 博之(蕀田 り

蒔 田 小 ２ 組

第 ２ 位

霧LJ 博之(秘日ｌｊ

用 :太(大尽戸)

遠藤 萠口{大木戸}

近野 拓哉{姦江男}

藤F 石 小l lil

杲 ３ 位

沂野 腫哉(驫注雪F;

原田 明晃(小 取)

鈴ｘ 康雅(藤田２Ｊ

碼野 球太(舒田２)

政 二l! 小

女　　 孑

種 目

lal η 乏

・ り 懼 跳 ぴ

ソ･冫 ト ポ ー ル 投ｌｊBOCn*

･la〕ｍ リ レ ー

第 １ 位

佐籐 梨丿少{藤田卜

１ 麥 美香(驫汀町)

冖内 明旻(小 坂)

佐藤 梨沙(藤田１)

種 田 小 ｜ 咀

第 ２ 位

袍参 天６く４こ野l

菊廼ひとみ(畷囲卜

巾囚 麝香(舒ｌ 川C

を 成 美 (小 ５}

小　 坂　 小

錆 ３ 怕

筱・ 琴哭く物 王 2 )

裲:L 成美(小 客丿

児屬呷沙了(大冰戸:S11

胼l里西(野臼｜：

入 木 戸al



津軽ひろ子さん
消防団へ歌のプレゼント

消防団の法被をまとい、欹を披露する津軽ひろ子さん

こ
の
ほ
ど
、
歌
手
の
沖
軽
ひ
ろ
子
さ
ん
よ
り
．
国
見

町
消
防
団
へ

い
我
ら
国
見
の
消
防
団
’几
炎
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
』
の
て
曲
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
九
月
十
四
日

蜆
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
沖
軽
ひ
ろ
子

歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お
い
て
、
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
べ

こ
の
歌
は
津
軽
さ
ん
の
、
作
詞
、
作
曲
に
よ
る
も
の

で
、
津
慨
さ
ん
は
、
消
防
団
の
方
々
が
、
身
の
危
険
も

顧
み
ず
．
献
身
的
に
地
峨
を
守
る
話
に
悠
銘
を
受
け
．

少
し
で
も
消
防
団
活
助
の
励
み
に
な
れ
ば
と
．
こ
の
曲

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
．
ま
た
．
二
曲
を
納
め
た
テ
ー

プ
三
百
巻
も
、
冷
軽
さ
ん
か
ら
、
冨
永
町
長
と
商
橋
力

消
防
団
長
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
．

昨
年
は
「
国
見
夢
音
頭
」
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
津
軽
さ
ん
の
唄
う
夢
音
頭
に
合
わ
せ
て
、

踊
り
も
繰
り
出
し
ま
し
た
．
津
軽
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、

福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
、
何
度
も
国
見
町
を
訪
れ
て
．

お
年
寄
り
を
は
じ
め
多
く
の
町
民
を
、
唄
で
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
．

『
我

ら

国

見

の

消

防

団

』

作
詞
、
作
曲
、唄

湾
軽
ひ
ろ
子

町
の
甲
椥
を

爽
の
渦
か
ら

守
る
使
命
の

心
意
気

貴
志
が
雌
え
た
つ

熱
い
Ｉ

畤
を
え
ら
ば
ぬ

川
飴
雫
揚

わ
れ
ら
旧
見
の

わ
れ
ら
川
見
の

消
防
団

命
さ
さ
げ
る

国
兄
の
男

俺
が
や
ら
な
き
ゃ

Ｉ
が
や
る

炎
に
挑
ひ

嚴
し
さ
と

豊
か
な
自
然

剛
川
へ
の
希
望

わ
れ
ら
国
見
の

わ
れ
ら
旧
見
の

消
防
団

ｆ
及
を
か
か
げ
た

川
兇
の
人
も

夕
＝
に
向
か
え
ば

位
け
て
く
る

友
の
た
ま
し
い

駒
に
抱
き

国
見
の
骭
せ

守
っ
て
生
き
る

わ
れ
ら
国
見
の

わ
れ
ら
国
見
の

消
防
団

lt

11

11

叉手

災
害
の
ツ

メ
跡
残
す

～
風
水
害
～

10
／3

強
風
に
よ
る
果
樹
被
害

T･でう心落　 侵田未こ　：ちにとこ過駅明|-lji
葱　` 約さのぎのよ月

万当り 五れ風ま風りΞ
円額を 十　：でで速強|=|
螽延 乱 ざ叭 丿箴註■,JHmHm

込
ま｡,l･及杰 Ｊまのれ寒

みで　 び尸をし２ ま気ｕl ｙ リ
い 占 は　

｜ リ 蹂　 Ｅ
託

値［ こを柿　 －Ｒ゛でΣ の中が　 尽藤‘り

9／15

豪
雨
に
よ
る
冠
水

下 る の の 冠 低 つ
も と　｀た 水 位 た 九
心 み 挑 め し 地 大 月
配 ら の　 ’ま の 雨 ｔ
さ れ 樹 冠 し 田 に 四
れ　｀ 体 水 た 五 よ Ｈ
ま 刈 被 畤　 ゜・ り か
す 取 害111】懸 七　｀ら
゜リ で が 命 隘 川 ｔ
前　ｌ 短 な　｀内h.

の 【71縮 湛 畑　｀日
米 万 さ 水1 一徳 に
の 円 れ 防 一 江 か

品 を た
除 九 地 け

質 上 も 作 でも 区 て
低 回 の 業 が の 降

大枝排水機稼動

６回延べ160時間

大棧排水機場では．今年度９月末

まで、６回稼傚し．征べ1闖ｉ 問に

及ぷ排水作業を進めています．

昨年までの増設Ｔ搴により、緋水

能力の『同上とともに、貯水池の設ｌ

など．取水囗がｌｍ下がり、早期稼

働が可能となりました．これにより

稼動31問が大福に伸びましたが．農

地などの湛水を防ぎ、また湯水町間

の短縮により被害額も最小限|こ食い

止めております、

排水梭稼動状況
稼動日 稼動時間

4 / 25～26 26時間30分
6 / 30～7/1 20時間
7 / 13～16 52時間40分
8 / 15 8時間40分

9/15～16 27吟間25分

9 / 22～23 25時問10分
計６回 160 時間25分



国 見
ニュータウン

情報

137区画

第２期分譲中

進
む
、
街
並
み
ま
ち
づ
く
り

集
会
施
設
と
公
衆
ト
イ
レ
整
備
へ

国
兄
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
、
う
る
お

い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
国
の
柿
助

事
業
で
あ
る
、
街
並
み
・
ま
ち
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
に
よ
り
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
嘔
業
は
、
優
れ
た

街
並
み
形
成
と
、
個
性
・
創
意
工
夫

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
口
的
と
す
る
嘔
業
制
度
で
す
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
ぬ
く
も
り

と
安
ら
ぎ
を
創
出
す
る
総
合
計
画
の

下
に
、
昨
年
皮
は
四
ケ
所
の
公
園
や

ソ
ー
ラ
ー
式
街
路
灯
、
街
か
ど
情
報

版
等
の
景
観
施
設
が
般
置
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
地
域
の
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
な
る
集
会

施
設
と
、
古
墳
公
園
へ
公
衆
ト
イ
レ

の
殻
置
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
た
び

工
嘔
を
発
注
し
ま
し

た
。

エコーはがき

発

売

国見ニュータウンを広く宜伝するため。広

告付きはがき、エコーはがきを発行しました。

このはがきには宛名橢の下に「ニュータウン

分譲中」と掲職されており、全部で５万枚発

行されました。10月１日より県北地IXSX｝の郵

便局で発売されており、通常50円のところ45

円と、５円安く購入いただけます。枚数に限

りがありますので、早めに郵便局でお求めく

ださい。

亞 温 海 箙 詣;

昌 志 潸; で ”
゜購 

入 の 希 望 の 方 は 期

第
二
期
分
譲
概
要

・

分
譲
区
画

第
二
期
分
譲

百
三
十
七
区
画

一
分
譲
区
画
、
分
譲
価
格
に
つ
い

て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

圃
申
込
方
法

宅
地
分
譲
申
込
書
に
必
要
書
類

を
添
付
の
冫

λ
、
役
場
企
画
商
工

課
へ

一

受
付
期
限

町
内
屑
住
者
1
0
月
刀
一
日
（
水
）

町
外
居
住
者
1
0
月
Ｓ
日
（
水
）

・
土
、
日
を
除
く
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

ｙ
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

国
見
町
企
画
商
工
課

晋
５
８
５
－
2
9
2
7
（
直
通
）

四

論 部

・
牋

韆
瞳

箚

節
灯

久
凾
同
腹
旧

鬯

呷
り

。



「
子

育
て

教

室
」

と
の

交
流

『
お
友
だ
ち
い
つ
く
る
ん
だ
っ
け
』

「
せ
っ
か
く
来
る
の
に
雨
降
っ
ち
や

っ
て
が
っ
か
り
だ
ね
」
と
、
口
ご
ろ

ろ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る

「
７
.育
て
教
室
」
の
皆
さ
ん
が
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
や
つ
を
食
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋

で
遊
び
だ
し
た
十
時
、
一
一
十
余
名
お

友
だ
ち
と
そ
の
お
か
あ
さ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

？
ど
も
た
ち
は
、
す
ぐ
に
自
然
と

溶
け
込
み
。
ど
っ
ち
の
子
と
区
別
の

つ
か
な
い
ほ
ど
、
遊
び
の
輪
が
あ
っ

ち
に
も
、
こ
っ
ち
に
も
出
来
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
の
圉
児
た
ち
は
。
教
室
の
ｆ
ど
も

さ
ん
へ
、
お
も
ち
や
や
ま
ま
ご
と
遊

び
の
お
世
話
で
す
。
迎
え
る
私
達
も

は
じ
め
は
ど
う
な
る
の
か
不
安
で
し

た
が
、
違
和
感
無
く
あ
っ
と
い
う
間

の
五
十
分
で
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
で
、
子
育
て
教
室

の
方
々
よ
り
貿
問
を
い
た
だ
き
、
保

育
所
の
現
在
の
様
子
や
気
付
い
た
こ

と
に
つ
い
て

お
話
を
し
、
子
ど
も
た

ち
の
食
嘔
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
７
ど
も
た
ち
が
。
き
ち
ん

と
椅
子
に
座
っ
て
食
べ
て
い
る
姿
に

感
心
し
て
し
た
様
子
で
、
特
に

Ｉ
～

二
歳
児
の
ク
ラ
ス
で
は
、
先
生
の
声

に
合
わ
せ
て
大
き
な
口
を
あ
け
、
泣

か
ず
に
上
手
に
食
べ
て
い
る
の
に
驚

い
た
よ
う
で
す
。

少
し

で
も
子

育
て

の
参

考

に
な

っ

て

い
た

だ
け
た

ら
と

思
っ

て

い
ま
す

。

（
藤

田
保
育

所

園
畏

木
口
絹

’ｒ

）

保

育
所

の
子

ど

も

た

ち

と

一

緒

に

遊

び
ま

せ
ん

か
。

毎
月
第
三
水
曜
日
に
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間

を
設
け
て
お
り

ま
す
。
眄
間
は
午
前
十
肉
か
ら
十
一

眄
で

。
子
供
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
い

で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一縷になって遊ぶ子供たちと．それを見守る子育て教童

のおかあさんたち

くにみの

民話かるた

まち再発

見

こ
れ
は
塚
野
目
の
お
年
寄
り

か
ら
聞
い
た
話
。

む
か
し
塚
野
日
の
『
た
ん
に

え
』
と
い
う
所
に
小
さ
な
沼
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
小
さ

な
沼
は
ふ
し
ぎ
な
沼
で
、
真
直

ぐ
北
に
あ
る
半
Ⅲ
山
の
半
田
沼

と
地
下
で
つ
な
が
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
地
下
水
路
が
あ
っ
た
と

い
う
の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
。

こ
の
小
沼
に
餅
な
ど
つ
く
き
ね

を
ざ
ぶ
ん
と
ぶ
ち
込
む
と
そ
の

う
ち
ぽ
こ
ん
と
罘
田
沼
に
浮
い

て
く
る
。
そ
の
反
対
に
半
田
淌

に
ぷ
ち
込
む
と
小
沼
に
浮
い
て

出
る
。
と
い
う
の
で
す
。

さ
て
こ
の
半
田
沼
は
近
郷
沂

在
を
澗
す
大
切
な
沼
な
の
で
す

が
。
そ
の
底
に
は
大
き
な
赤
ｔ

の
主
が
い
て
、
日
夜
半
田
山
の

金

銀
や

水
を
守

っ

て
い

る
と

い

わ

れ
、

い

い
つ
た

え
に
よ

れ
ぱ

、

こ

の

胞
は

。
ま
だ

道
が

山
の
姉

か
ら
峰

を
め

ぐ

っ
て

い
た
頃

、

背

中

に
人
層

な
砂

金
の

袋
を

背

負

っ
た
ま
ま

半
田

山
の

上

か
ら

半
田
沼

に

転
げ
落

ち
た

赤
牛

で
、

そ
こ

で
変

幻
自
在

の
沼

の
主

に

な

っ
た

と
い
う

の
で
す

。

そ

れ

か
ら
長

い
年

月
が
過

ぎ

あ

る
時

、
た
ま

た
ま

人
里

に
あ

ら

わ
れ

た
亦

牛
が
目

に
止

め
た

の

が
、

た
ん

に
え

の
小
沼

に
水

を

汲
み

に
来

た
里

の
美
し

い
乙

女

。「
お
し

の

」
だ

っ
た

の
で
す

。

昆

な
れ

ぬ
立

派
な
衣

を

着
た
身

分

の

高
そ
う

な
美

し

い
若
者

に

目
を
兄

は

る
お
し

の
。

つ
づ
き

は
次

号
で

。

保育園の子どもたち

沼
の
主
は

若
侍

に

化
け
て
き
た



ジルバー人材センターを

シルバー人材センターでは 、会員にふさわし

い仕事のご用命をお待ちし ており ます。お気軽

に電 話などでご相談く ださい 。

シルバー人材センターは 、高齢者 が豊 かな経

験と能力を生 かし 、働くこと を通して社会参加 。

貢献することを目的とし ている 公益的団体で‘す。

収益を目的とし ないため 、一般的に割安で契約

できますし 、責任をも って業務を行ない ます。

何よりも本会の趣旨をご 理解いただき 、みなさ

まからの積極的な活用をお 願いし ます。

こんな仕事をしてい ます。

●軽 作 業 分 野

～根気と実直で

屋内･ 塵外涓掃､ 配送､ 除草、

蛆役、袋翦など

● 技 能 業 分 野

～すぐれた腕で確実に

椽木の手入れ、簡単な 大工仕

事、障子・襖弧り、和蹠など

●事 務 分 野

~真心と自信で
一般事務.宛名書き、賞状 、

挨拶状暑さなど

●サ ー ビ ス 分 野

～やさしい心で

福祉･取事援助サービス、家

事手伝、留守櫞、付添い介護

など

崋こ れらの外 にも 、ご用命いただける業務がござい ます。

問い 合わせ下さい。

会
員

を
募
集

し
て

い
ま
す

あ
な
た
の
能
力
を
人
材
セ

ン
タ
ー
で
発
揮
く
だ
さ
い
。

町
内
に
お
住
ま
い
の
概
ね
6
0

歳
以
上
の
方
で
、
肖
会
の
趣

旨
に
質
同
い
た
だ
け
る
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
ご
加
入
い

た
だ
け
ま
す
。
年
会
費
は
千

円
で
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
事
務

所
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

信
用
さ
れ
る
か
ら

頼
ま
れ
る
の
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

高
村
博
麿
さ
ん

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
造

園
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
四
年
目
に

な
り
ま
す
ご

兀
は
石
材
業
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
昔
か
ら
庭
や
植
木
が
好
き

で
、
仕
事
の
傍
ら
、
造
園
業
者
の
仕
亊

ぷ
り
を
見
て
は
、
見
よ
う
見
真
似
で
、

枝
振
り
の
決
め
方
や
剪
定
の
仕
方
を

覚
え
て
来
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
資
格
は

な
い
し
。
プ
ロ
で
は
な
い
ん
で
す
。

時
に
は
依
頼
者
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
る
し
、
専
門
家
で
な
い
分
謙
虚

に
な
れ
る
ん
で
す
。
い
ま
で
も
、
旅

行
先
や
庭
先
で
は
植
木
に
目
が
い
き

ま
す
。
良
い
も
の
を
吸
収
し
た
い
と

思
う
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

安
け
れ
ば
い
い
と
い
う
事
は
無
い

で
す
。
特
に
植
木
み
た
い
な
の
は
、

下
手
だ
と
次
は
頼
ま
れ
な
い
。
よ
り

よ
い
も
の
を
精

。
杯
尽
く
す
こ
と
に

よ
り
、
信
用
が
綿
ら
れ
、
ま
た
化
事

の
依
頼
が
あ
る
ん
で
す
。
シ
ル
バ
ー

の
作
業
は
儲
け
は
考
え
て
い
な
い
。

だ
か
ら
な
お
さ
ら
、
喜
ば
れ
る
も
の

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。

社 団 法 人

国見町シルバー人材センター

5 日 5 ｰ 34｡, 国見町 役 場 3

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
謹
製

( 価格)

押入、ダンス、冷蔵庫用　500 円

飲用、炊 飯用　　　　　600 円

お風呂用　　　　　　1  ､ 80円

健康 枕　　　　　　　8  , 0円

★問い合わせ シルバー人材センター

ご用命ください

高齢者の知識経験技術

竹

炭

を
ご
利
用
く
だ
さ
い



保健だより
i 健櫨祉１･ 保健増 進 係 庵 ( 5 ) ･ 2783 ･

大腸がん検診を
受けましょう！

わが国のがんの中でも、大屬 がんは最近増えつづけ てい ます。生活環境の変化、特に高脂

肪 ・高蛋白・枇繊維食という食 生活の欧米化が原因と 考えら れています。

大屬がんも他のがんと 同じよう に早期に発見さえ すれば治る病気です。

町では、下配の日程で大飃がん 検診を実施いたし ます。詳しいことは後日回覧い たし ます。

説明会　11 月８日（月） 午後２時～　　　　 観月台文化センター　 大研 修室

便回収　11 月11日（木） 午後２時～午後４時　 観月台文化センター　 大研 修室

育　児　教　室

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成11年５月～　　　　

平成11年６月生まれの乳児 �12
月２日(木) � 午後１畤30分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

(おかあさんき)
☆身長・体重測定、離乳食、予防接種などについて　 ☆母子手帳を忘れずに！

１歳６ヶ児健診

該　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成浦 年 4 月～　　　　
平成10年６月生まれの幼児 �12

月９日(木) � 午後１時30分～午後２眄 �
観月台文化センター　

大研修室

〈健診内容〉
☆内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長 一体重測定行います。

☆母子手帳と１歳６ヶ児健康診査表（必要事項を記入）を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成11年８月生まれ）

・９か月児（平成11年２月生まれ） �12
月16日(木) � 午後１時30分～午後２時 �

観月台文化センター
第１和室

〈健診内容〉

☆医師の指導、身長・体重測定ご調乳、即乳．家族計画などについて　 ☆母子手帳を忘れずに！

Ｂ
Ｃ

Ｇ
（
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反

応
）
の

追
加
日

程
の
お
知

ら
せ

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
対
象
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
1
2

月
の
み
左
記
の
日
程
で
追
加
で
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
接
檣
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
予

約
下

さ
い
。

・
1
2月
６
日
（
月
）
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

・
1
2月
８
日
（
水
）
Ｂ
Ｃ
Ｇ

尚
、
時
間
・
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
従

来
通
り
で
す
。

献血は あなたのまごころ プレゼント

･11月16日( 火)は国 見町の献血の日で す

【場　　所】

ＪＡ伊達みらい森江野支店

ＪＡ伊達みらい国見総合支店

㈱睦商会

サービスエリア鬼わさび本舗

㈱清水製作所

【時　　 間】

午前９時～午前10時15分

午前10時30分～午前11時45分

正午～午後１時

午後２時15分～午後３時30分

午後４時～午後５時

皿血マスコット

キビチー

豪成分献 血は 検責を含め約１畤問理窟かかります。ご協力くださる方は、あらかじ めお知ら せください 。



インフォメーション

講演会昨
年
十
月
来
町
し
た
折
、
冨
永

町
長
よ
り
花
束
を
贈
ら
れ
る
シ

ュ
ミ
ッ
ト
勝
子
さ
ん

「
ド

イ

ツ

に

お

け

る

ゴ

ミ

事

情

」

講

師
　

シ

ュ
ミ

ッ

ト

勝

子

さ

ん

（
ド
イ
ッ

ーシ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
市
在
住
）

禍
鳥
市
出
身
で
現
在
ド
イ
ツ

に
お
住
ま

い
。の
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト

勝
子
さ
ん

に
よ
る
講
泌
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
は
、
ゴ
ミ
問
題
の
先

進
国
と
い
わ
れ

。
リ
サ
イ
ク
ル

と
分
別
化
が
徹
底
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
平
成
九
年
度
に
は
、
国

見
町
議
会
が
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
タ

ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
市

を
訪
閥
し
、

ゴ
ミ
処
理
の
先
進
嘔
例
と
し
て
、

視
察
研
修
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

勝
子
さ
ん
は
ド
イ
ツ
人
の
シ

ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
と
結
婚
し
、
禍

鳥
県
と
ド
イ
ツ
交
流
の
橋
渡
し

役
。
し
ゃ
く
な
げ
大
便
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
の
議

会
訪
問
の
折
も
、
お
世
話
い
た

だ

い
た
こ
と
か
ら
、
町
議
会
や

富
永
町
畏
と
も
交
流
が
あ
り
、

今
回
の
講
演
会
が
実
現
し
た
も

の
で
す
。

今

後
、
深
刻
化
す
る
ゴ
ミ
問

題
へ
の
糸
口
を
兇
い
出
す
た
め
、

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
と
　
き

十

一
月
五
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

◆
場
　
所

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

お
忘
れ
な
く

要
介
護
認
定
申
請

平
成
十
二
年
四
月

か
ら
、
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、

介
護
給
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、

要
介
護
認
定
申
請
書
を
町

に
提

出
し
、
賢
介
護
や
要
支
扱
の
認

定
を
受
け

る
こ
と
が
必
嬰

と
な

り
ま
す
。

★
申
騎
で

き
る
方

川
6
5
畿
以
上
の
方
の
鳩
合

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
の

た
め
入
浴
・
排
泄
・
食
事
な
ど

の
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
介

護
が
必
要
な
方
や
、
家
族
等
の

支
援
が
必
要
な
方
。

圍
4
0
歳
～
6
4
歳
の
方
の
場
合

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気

｛
特
定
疾
病
｝
に
よ
り
、
介
護

や
支
援
が
必
要
な
方
。

現
在
受
け
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
引
き
続
き

受
け
た
い
方
、

来
年
四
月
か
ら
介
護
給
付
を
受

け
た
い
方
は
。
今
年
卜
二
月
末

頃
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
随
時
申
硝
し
て
く
だ
さ

い
。

畔
し
く
は
、
広
報
「
く
に
み
」

九
月
号
や
九
月
末
に
配
布
し

た
「

お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

介
護

保
険
制
度
及
び
嬰
介
護

認
定

申
肺
の
問
い
合
わ
せ

は

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ｇ
5
8
5
1
2
7
9
3

社協よりお知らせ

いよいよ平覡Iz 年j1 月ＩＵか５介腫Iｘ頤 の７ －匕ｘzｙ3駟まりａ ９．

国見町 社会福祉協謨会では 。これまでの活動を踏 まえ 、介護保険に対応して 、

凉?の辜 窶・サービスを摎供するため準爾を進めており ます。

①居宅介護支援事業（在宅で介護を受ける 方の介護の計画・ケアプランを立て、

きちんと受け れるよう調整する業務）

②防問 介護事奥（介護の必要な家庭を訪問し、介護を行う．ホームヘルプサー

ビ ス業務 ）

③訪問入浴介護事業（寝たきりの方などを 訪問し、入浴を介護する業務 ）

④通所 介護事業受託（文化センターで行っ ている デイサービス．施設において

食事や入浴などを行う業務）

特に①の居宅介 朧支援事実については ．餮介護申 請が始まったのをうけ ，介

・ 計画（ヶ アプラン ）の作成のための介護支綴専門員を３名

配置し 。介讀に関１るご相談をお待ちしておりま羣。

専門目は，介謹の必要な方の心身の状況や希望，環境をも

とに。家族の方の声を聞きながら。憊酒なヶアプランを作成

いたします。その後も，計画により適切な介謨が受けられる
ように調整するのをはじめ，施設入所が必要な場合の紹介な

ど，介護についてのお世話をいたします。
介護についてのご相談や餮介護認定によるヶアプラン作成

については。社協までご連絡ください。

社会福祉法人　 国見町社会福祉協議会

5  ｰ  03



美･遡･知･ ふるさと料理コン孑スト

作品募集

募集作品

伊達郡や視●市など、県北地方で体節される食材を利
用したアイディア料哩(おかず．お菓子苟の釋類は岡い

ません) 耄募集します．

応募万法

(下記内容を明記し.12月10日まで郵送して下さい.)

●作品名

●使用した食材名とその他四人分の材科

●輯理方法

●住所、氏名、年令1 電話寨号、Ｔ妛したポイント、作

品の写賞又はイラスト．

選考方法

審査委員により菌類選考で入選作品2Q点を選考し．特

に髪秀な作品については料理の再現と試食による瞿責を

行い、最優秀賞を決ｒします．入選作idこ鍖貫状及び賞

贔を飼呈し豕歹．

美･遊･知･ ふるさと7tりエン

乎－リング 大会参加者募集

日矚11 月13日（士 ）（小雨決行・慝天時21a 延姻）

会場 本富 運動燻 本宮町高木字馳

日曜 受付８：ｓ ～ 融 式９：ｌ｝～

競枝10:（x卜 （競技畤●x ）分）睛 会式12: 匐～

その 他

２名 から ５名のグループでど なたでも 参加いただlj ま

す． 参加構成により ４クラスで競技を 行います．上位入

貢者にはｓ品を、また各賞を剛 まふるさと霾 凧のプレゼ

ントがありま す.

＊応募方 法や鮮麗μ 、袷皿竄rlに 髑え 付けの パンフレッ

トをご覧いただくか．下記へ同い合 わせください．

★応募及び問い合わせ先★
〒960 ｰ  8601

福島市五老内町3－1

(福島市役所内)
ふくしま拠点まちづくり協議会

521 ｰ 83

募
　
集

女

性
の

技
術
講

習

壽

－

パ
ソ
コ
ン
初
級－

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
を

対
匁
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
に
よ

り
、
再

就
職
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
科
目
…
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
表

計
算
）
▼
内
容
…
職
業
能
力
開

発
協
会
技
能
評
価
表
計
算
部
門

三
級
検
定
合
格
を
目
指
し
ま
す

▼
朋
間
…
￥
成
卜

’
年
十
一
月

二
十
四
口
か
ら
十
二
月
二
十
四

日
ま
で
の
月
～
金
曜
日
、
二
十

二
日
間

▼
時
間
・：
午
前
九
時
三

十
分

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま

で
▼
会
鳩
・：
県
女
性
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
県
庁

東
分

庁
舎
内
）
▼
定
員
・：
二
十
名
（
就

職
希
望
の
女
性
で
全
期
間
出
席

で
き
る
方

）
▼
受
講
料
…
無
料

（
教
材

費
は
自
己
負
担
）
▼
申

し
込
み
方
法
…
十
一
月
十
一
日

及
び
十
二
日
の
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
、
援
助
セ
ン
タ

ー
で
直
接
申
し
込
む
こ
と
。
申

込
み
多
敗
の
場
合
は
抽
選
。

★
問
い
合

わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

貲
（
５
２
１
）
7
7
4
0

建

設

技

術

学

院

・
゜

入

学

生

募

集

福
鳥
県
建
設
技
術
学
院
は
、

中
堅
建
設
技
術
者
の
養
成
や
各

企
業
の
在
凧
者
の
再
教
青
訓
練

の
た
め
の
教
育
機
関
で
す
。
甼

成
卜
二
年
度
の

‘
般
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
・：

平
成
ｔ

一
年
十
一
月
一
日
か
ら

十
一
月
4‐
五
日
ま
で

▼
応
募
資

格
…
◇
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳

ま
で
の
男
子
◇
高
校

卒
藁
の
資

格
を
有
す
る
者
（
卒
業
見
込
み

の
者
も
含
む
）
▼
賦
験
・：
面
接
、

作
文
、
国
甜
、
数
学

▼
教
育
科

目
…
測
量
工
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ｔ
学
、
土
質
工
学
．
工
事

管
理

▼
教
育
期
間
…
一
年
閥

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
建
設
技
術
学
院

｀
1
0
2
4
3
（
２
３

）
0
5
3

０

催

し

ふ

く

し

ま

大

卒

等
一
一

合

同

就

職

面

接

会
　

来
年
三
月
に
大
学
や
短
大
．

専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
で
、

県
内
企
業

に
紋
織
を
希
望
さ
れ

る
学
生
の
方
を
対
象
に
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
採
用
予
定
企
業
の
担
当
者

に
よ

る
面
接
選
考
を
行
う
ほ
か
、

職
業
安
定

所
職
員
が
就
職
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■

郡
山
会
場

▼
日
時
・：
ｔ

一
月

八
日
（
月

）
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
▼
場
所
・：
ホ
テ
ル
は
ま

つ
■

い
わ
き
会
場
▼
日

時
・：
十

月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で

▼
場
所
…
新
滝

▽
そ
の
他
・：
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

禍
鳥
県
職
葉
安
定
課

一`（
5
2
1

）
7
3
０
４

調
停
相
談
会

福
島
調
停
協
会
で
は
．
次
に

よ
り
調
停
相
談
会
を
間
催
し
ま

す
．
弁
慶
士
や
各
問
題
の
専
門

家
に
よ
る
屑
停
委
員
が
、
み
な

さ
ま
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
．

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
．
気

軽
に
相
談
下
さ
い
．
▼
日
時
…

十
一
月
九
日
（
火
）
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
受
付
は

午
後
三
時
ま
で
）
▼
場
所
…
柵

島
ル
ミ
ネ

ーオ
ー
ク
ル
ー
ム
（
五

階
）
▼
相
談
内
容
・：
金
銭
、

土

地
建
物
、
交
通
事
故
等
の
民

事

問
閣
や
夫
婦
、
親
子
、
相
続
等

の
家
庭
の
問
題

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
調
停
協
会
（
福
鳥
家
庭

裁
判
所
総

務
課
）

昔
（
５
３
４
）
6
1
8
6

小さな灯を

守って

乳幼児突然死症候群

11 月はSIDS 対策強化月間

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と

は
、
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
事
故
や
竃
愈

で
は
な
く
、
何
の
嗣
触
れ
も
な
く
眠
っ
て
い

る
問
に
突
然
死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
年
間
五
百
人
以
上
の
赤
ち

ゃ
ん
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
後
一
～
四
か
月
頃
が
愚
も
多
く
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

原
因
は
ま
だ
よ
く
分
か
つ
て
い
ま
せ
ん
が

以
下
の
こ
と
を
積
極
的
に
実
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
の
危
険
性
を
低
く
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

て

赤
ち
ゃ
ん
を
、
仰
向
け
で
寝
か
せ
る
。

て

妊
娠
中
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ぱ
で
は
喫
煙

し
な
い
。

て

で
き
る
だ
け
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
最
適

な
母
乳
で
育
て
る
。



自然を満喫して健康づくり

町民ウォーキン グ大会

戸箏] 尹j1　18 蒔7j‘･ 出 或

しゴ ズ'征 野･

 8 時 な り 出 - 式 -　

邑舛 往復9.) 心‘' …
…

参加方法　当日｡ ｝罸台運動公園( グリーン

アリーナ923前) にて受付して下さい。

どなたでも気軽に参加できます。

(午前6 時に花火で開催をお知らせします)

11月の心配ごと相談

５日圍　 鯉li 文夫,４

佐久同フミ14

15 日　 三瓶　 茂S4

性● 広災,A

25日哨　 菅野善一廊,４

斎藤 洋子IA

・ 壥蘖 役母（２隔）相騏謇

・ 時間 午前９畤一正午

人口と世帯
人 口 ９ 月 １ 日 現 在

男　5.453 人（ － ２）

女　5  8  ｰ 人9  )

計11. ３３４人（ －１１）

出生 ７人
死亡 ９人

転入14 人 転出２３人

世 帯
3｡ｰ  50  世 帯 (  +  2  )

知っている? つもりじゃだめです

最低賃金
１０月 ＩＲ から 儷僵握 金が齏 わり ました．

１日…4789 円1 時間…600円

この ● 吸 賃 歯・ ． 凧内 の 擧 柬甬 で 龝く 髫 鷽 ● ｛ バ ード

タ イマ ー． ア ル バ イト もａ む ｝ に 遍剛 さr1 ま す．

闖 い 合 わ せ 羣 鳥 労 働 基 準 局536  ｰ  4604

お
知
ら
せ

１１

月

１５

日

は

サ

ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
躙
斎
が
全

国
で
火
施
さ
れ
ま
す
．
こ
の
調

査
は
、
わ
が
国
の
サ

ー
ビ
ス
業

の
嘔

巣
・
活
動
を
行
な

っ
て
い

る
事
務
所
・
店
舗
等
の
経
済
活

助
及
び
業
務
の
実
態
を
調
査
し
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
関
す

る
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て

い
ま
す
．

調
査
の
内
容
は
続
計
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
固

く
禁
じ
ら

れ
て

お
り
ま
す
の
で
．

安
心
し

て
．
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
下

さ
い
。
調
査
の
対
象
と
な
る
事

務
所
等
に
は

馴
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

企
画
商
工

課
企
両
商
工

係

一`
（
５
８
５
）
2
9
2
7

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
甸
ぼ

パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
は
近

年
著
し
く
増
加
し
、
十
年
度
に

は
雇
用
膏
の
二
割
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
、
経

済
活
助
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
。
雇

入
れ
時
の
労
働
条
件
明
示

が
不

卜
分
な
た
め
ト
ラ
ブ
ル

も
増
加

し
て
い
ま
す
。

労
働
省
で
は
十
一
月

一
口
よ

り
十
Ｈ
ま
で
を
『
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
旬
間
』
と
し
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
の
保
綬
と
凧
川
腎

理
の
適
正
化
へ
向
け
た
取
り
組

み
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇

用
す
る
場
合
は
、
契
約
期
閥
・

賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
を
文
書

で
明
示
し
て
ド
さ
い
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
年

休
・
解
雇
・
健
康
診
断
や
法
で

定
め
ら
れ
た
休
業

等
に
つ
い
て
、

適
正
な
雇
用
管
理
を
お
噸

い
し

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

樞
励
女
性
少
年
室

ｎ
（
５
３
６

）４
6
0
9

郵
便
貯
金
月
間

卜
月
は
郵
便
貯
金
制
度
に
つ

い
て
。
み
な
さ
ま
に
そ
の
役
割

を
知
っ
て
い
た
だ
く
月
間
で
す
。

郵
便
貯
金
は
日
常
の
経
済
生

活
の
中
で
、
各
方
面

に
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵
便
貯
金

と
し
て
預
け
ら
れ
た
資
金
は
。

閥
の
財
政
投
融
資
の
原
資
と
し

て
、
住
宅
建
設
、
生
活
環
境
整

備
。
農
林
業
の
生
産
性
向
上
、

厚
生
福
祉
・
文
教
施
設
拡
充
な

ど
健
全
な
資
産
形

成
に
寄
与
し

て
お
り
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
簡
易
で
確
実
な

貯
蓄
Ｆ

段
と
し
て
、
そ
し
て
国

民
生
活
の

安
定
向
上
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
大

き
な
役
翻

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
。

。
暦
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
米
は
『
計
画
流
通
米
へ
』

『
お
米
』は
私
た
ち
日
本
人
の
主
食
で
す
。
食
糧
法
は
農
家
の
皆
さ
ん

が
乍
産
し
た
お
米
ｙ
’潸

ｉ

肴
の
。

へ
、
安
定
的
に
お
届
け
す
る
制
度

で
す
。
こ
の
　
　
　
　
　
　

家
の
皆
さ
ん
が
生
産
さ
れ
た
「
お

米
」
を
。
自

蜊
　
　
　

ど
計
両
浪
週
米
と
し
て
、
農
協
等

こ
Ｂ
荷
し
心

切
霎

辿
　
　
　

で
す
Ｉ
Ｉ
協
と
出
荷
契
約
し
た
数

ひ

｝
匹
ル
皿
匹

稲
作
経
曾
女

対
策
に
加

分
の
八
謇
　

ん
す
る
仕
組
み
に
な
つ

で

・
、

Ｉ
碕
し
て
瓜

Ｊ
匹
心

１
で
き
ま
す
。

家
の
皆
さ
ん
が
　
　
　
　

一
心
四
Ｅ
Ｅ
れ
一一

鳩
合
は

通
米

緇

Ｈ

Ｍ

贅
で
す

擺

福
鳥
食
糧
事
務
所
地
城
皹
　
　
　

贄
（
５
３
４
）４
1

４
1

結

婚
お
め
で

と
う

片

平

浩

．一
丿

二

宮

美

保
ｊ

（

第
1
2
）

誕
生

お
め
で
と
う

笠

松

大

脚
ｙ

腓

桍

。
气

美

巾

紀

。
し

沌

山

）

長

衂

柊
１

‘

奉

中

。
‘
・
山

美

子

。
Σ

小

皈

）

斎

や

　
４

　

嶐
一

ぐ

仁

美

。
‘

｛

第

き

井

砂

冊

、。
‘

喇

。
‘
・

馬

了

。
‘
　

｛

北

郎

｝

挽

滌

嘸
４

。。
‘

学

臣

ぞ

什

淑

。
‘

｛

的

巴

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

實

沢

新
（

’
‘

、
’
　
　

１

野

）

遠

藤

ミ

サ

オ

。
‘

６９
　

（
光

明

を

）

佐

藤

久

兵

衛

。
‘

８６
　

（
人

田

川

）

佐

藤

正

奬

。
‘

５０
　

（
木

町

）

玉

手
（

訛
子

。
‘

醢
　
　

（
中

部

）

（

卷

三

郎
丿

７４
　
　

（
第

７

）

松

田

ウ

メ

。
‘

帥
　
　

（
ﾕ
 
田
 
)

齊

藤
　

運

。
‘

７５
　
　

（
山

根
）

小

野

カ
ツ

ミ

。
‘

９９
　
　

｛

第
一

｝

古

田

正

一
丿
7
9

（
山

崎

沢

田

）

（
９

月
2
0
日

届

出

分

ま

で

）

右

の

婚

姻

．

出

生

．

死

亡

の

欄

に

、

氏

名

の
佃

裁

を

希

望

し

な

い

鳩

合

は

、

届

け

出

の

折

そ

の

旨

申

し

出

い
た

だ

く

か

、
総

務

課

文

書

広

報

係
（

魯
5
8
5
1
2
1
1
4

）
ま

で

連

絡

下

さ

い
．



国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
酋(  585 ) 2676 FAX ( 585〉2707

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
で
き
た
！

～
町
民
陶
芸
教
室
～

町
民
陶
芸
教
室
が
八
月
二
十
六
日

か
ら
九
月
三
卜
凵
ま
で
四
同
に
わ
た

っ
て
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
陶

芸
室
で
咽
か
れ
ま
し
た
。

1
.二
人
の
参
加
者
は
、
東
和
町
在

住
の
陶
芸
家
、
佐
久
間

‐。
先
生
の
指

導
の
も
と
、
ひ
も
状
に
し
た
粘
ｔ
を

重
ね
な
が
ら
作
る
「
手
び
ね
り
」
や

粘
土
を
板
状
に
し
て
作
る
『
タ
タ
ラ

作
り
』
と
い
う
方
法
で
、
皿
や
花
器

な
ど
、
世
界
で

。
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
焼
き
物
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

作
品
は
素
焼
き
、
絵
付
け
、
粕
が

け
、
本
焼
き
を
し
て
、
最
終
日
に
は
、

兄
事
な
作
品
が
完
成
し
ま
し
ぺ

町
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
十
七
［
川
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
九
月
九
凵
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
９
２
３
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
の
愛
好
者
十

。
。

チ
ー
ム
が
参
加
し
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
伸

び
伸
び
と
競
技
し
、
白
熱
し
た
好
勝

負
と
な
り
ま
し
た
。

成
紋
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
…
藤
ｍ
ｃ

▼
凖
優
勝
・：
大
木
戸

▼
第
。二
位
・：
藤
田
Ｄ

新し い本 が届き まし た

々化センター図書室

| 一般 図魯】

・「旧 約・ 書」がわかる （ 朝日 甄閠社 繝）

・ 正念場　　　　　 ｛中判 雄二郎｝

・ 鷲と太囑　　 （イーハブ ・ハッサン ）

・ ハゲを生 きる　　　　 （須長史生 ）

・「小言 」のいい方　　　 （小 林道雄 ）

･jllよ　　　　　　　 ｛天野礼子｝

・ あなたの 手のひら　　　 （星野富弘 ）

・ 汲氏に愛さ れた女たち　 （溏i刀淳一）

・ 蘿蔔漂流 記　　　　　 （石井政之 ）

・ 永遠の仔　　　　　 （天童荒λ ）

1児● 図書l

・ 恐竜たち の大 鮨　 （松岡 遷英 ）

・ そらとぶ カカシ　　 （スズキコージ ）

・ だまされ たトッケビ　 【神谷 丹路 蠕】

・ ゴールドヒ ルのさむらい

（ヨシ コ・ウ ヂダ ）

・ 狐　　　　　　　　 （新美帛 古）

・ 五所の虫 の飼い方1 ・2 ｛淘野稻男 他｝

・ 世霏のはじ まり （フラ イ・アリ ー給）

・レモネー ドをつくろう

（ヴァージ ニア・ユウワ ー・ウ ルフ ）

・合售漏は ブリンド ル

（アン ドリュー ・クレメン ツ）

・ テーブル のし た

（マル サピ ーナ・ル ッソ）

「ふるさとの歴史講座」受講生募集

◆テーマ 「戦国を生きた伊達家の女たち」
●開講日　11 月10 日（水） 植宗の妻妾

11月17 日く水） 躪宗の妻 窪姫
11月2j1日〈水〉 輝宗の妻 義姫･政宋の書 愛姫

●時 間 午後７時～8  時 分
◆崎 所 国見町観月台又化 センター
●定 員50 人
◆対 象 町内在住、または町内の 職鳩に勤稿する方
◆講 峰 町文化財保 謹書岨会会長 菊池利雄さん
◆受講料 無料
●申込み･問い合わせ

10月29 日（金）まで生涎学習係へお中込下さい。
電話での申 込みも受け付け ます。

あ つ か し ク ラ ブ が優 勝

~町長杯ナイターソフト大会~

第18回町長裃ナイターソフトポール大会は.9 月

２日から９月28巳まで上野台・ 髮公園総合運動場で

開催されました． 今大会には.18チームが出場しト

ーナメントで行われ．参加したチームは自為した好

團負を罎り広げ栄蔵を争いまし た．

鈩僵 團…あつかしクラブ

鈩準慢團･‥宮司クラブ
黔３　位…国見クラブ ，国兄网公民館

生涯学習
つうしん



1 ０月31 日（日）

福原百彗　「篠笛の夕べ」

ホール　19:00開演　入場無料

同い合わせ●●●慘●学習● 文ｔ譁興僵(  76

第28回国見町文化祭
国見町文化団体連絡協議会が主催する文化祭です。

ぜひ、御覧ください。

◇日時　・総合展示会
ｎ月２日(火)～４日( 木)
午前９畤から午後４時まで

(４日は午前中のみ)

・音楽芸能発表会
11月７日(日)j1 月14日(日)

それぞれ午前９眄から

・ダンスパーティー

11月７日(日)
午後６時30分から

◇場所 観月台又化センター

行事のお知らせ

10月

18日(月) 子育て教室(親子で遊ぼう)

パソコン教室

20日(水) くにみ女性教窒(手芸Ⅲ)

パソコン教室
22日(金) 成人学級(トロッコ列車の旅)

パソコン教室

24日(日) 国見町･桑折町剣道大会
25日(月) 子ども移動図書館(藤田小２年)

パソコン教室

26日(火) 阿津賀志学級(書道グループ)
子ども移動図書館(大木戸小)

27日(水) くにみ女性教室(手芸『V』
子ども移動図書館(藤田小３年)

パソコン教室

29日(金) 子育て教室(作ってあそぷ)

阿津賀志学級(秋の研修旅行)
子ども移動図書館(藤田小１年)

31日(日) 篠笛のタペ

11

月２日(火) 子ども移動図書館(大枝小)

５日(金) 子ども移動図書館(小坂小)
７日(日) 町内一周駅伝競走大会

９日(火) あづま号来町

10日(水) くにみ女性教室(調理実習)
子ども移動図書館(小坂小)

11日(木) 阿津賀志学級(鍠康教室)
子ども移勧図書館(森江野小)

12日(金) 子育て教室(楽し＜子育て)

～
伊

達
地
方
ス

ポ
ー
ツ
大
会
～

三

種

目

で

優

勝

伊
達
地
方
体
育
協
会
主
催
の
十
八

回
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
国

見
町
を
は
じ
め
郡
内
九
町
を
会
場
に

十
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
か
ら
は

八
種
目
に
出
鳩
、

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
剣
道
の
団
体
で
優

勝
、
個
人
戦
に
お
い
て
も
三
種
目
で

優
勝
す
る
な
ど
、
各
種
目
で
健
闘
し
、

町
代
表
と
し
て
立
派
な
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

成

紋
は

次
の

と
お
り

で
す

。（
敬

称

略

）

〔
卓

球
〕

◇
団
体

▼
優

勝
・：
国
見

卓

球

ク
ラ
ブ

〔
剣

道
〕
◇

団
体

▼
優

勝

・
；
国

見
町

剣
道
部

◇

男
子
個

人
▼

優

勝
・：
菅
井

和
宏

〔
テ
ニ

ス
〕

◇
団

体

▼
優

勝
…

国
兄

町
テ

ニ
ス

部
◇

男
子

ダ

ブ
ル

ス

▼
優

勝
・：
波
辺
正

志

・
菊

地

慎
一
◇

女
子

ダ
ブ
ル

ス
▼

優
勝

…

吉
田

ま
き

子

・
高
橋

幸
江

三
県
か
ら
参
加

～
町
少

年
柔

道
大
会
～

第
十
九
回
圃
兇
町
少
年
柔
道
大
会
は
九
月
十
二
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
か
れ
、
県
内
外
の
子
供
た
ち
が
熟

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
町
柔
道
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
、
柔
道
に

励

む

少
年

。
少

女
た

ち
が

一
堂

に
会

し
て

柔
道

の
技

能
を

高
め

る
と

と
も

に
相

互
の

親
睦

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、

毎
年

聞
か

れ
て

い
ま

す
。

今

大
会

に
は

、
福

島
、

宮
城

、
山
形

の

三
県

か
ら

二
十

四
団

体
約

二
百

名
が

出
場

、
小
学

生
低

、
高
学

年
、

中
学

生
の

部

に
分

か
れ
て

の
団

体
戦

や
女

？
の

個
人

戦
な

ど
を

行

い
ま
し
た

。

町内一周駅伝競走大会参加チーム募集

●開催日

・11月７日(日) 午前10 時役場 スタート

◆コース

・役場～高田～森江野小～共同爾整所～光明 寺公民館～大木戸小～

旧 J  A 石毋田謇氏～小坂小～八巷石材～役場(1(χｇ閥)

◆参加資格

・町民及び町内の覗場に勤務している方

・小学校区．職場や竃 域で編成するチーム

◆種別・構成

☆一般の部…男子９人(うち40 鑞以よ１人)．女子１人

☆中字生の部…男子、女子(１人以上)

☆職場・●蚶の郎･･･男子９人(うち40 歳以上 １人)、女子 １人

◆申込み

・10月28日(木)まで生涯学習頡へ



にゅーす

ぱ っく社
会
福
祉
に
役
立
て
て
大
町
南
自
警
団

く
に
み
の
美
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

町

長

貫

に

輝

い

た

、
鈴

木

悛

慱

さ

ん

の

作
品

『

秋

』

委
員
の
方
へ
辞
令
交
付

大町南自警団の蔔塘梢団艮はじめ役艮の山崎

明さん．和泉舂占さんが冨永町長を訪ね．困っ

ている人、恵まれない人のために役立ててくだ

さいと．社会福祉協議会に多額の寄附 をしてく

ださいました．自警NIは地域に根ざし、火災や

災害などいち早く駆け付け義援するため．戦後

間もなく結成され.50 年以 上活動を続けてい

ます．これまで、団として 鷁負ってきた作業報

酬の積立金を．社会福祉に還元しようと役員会

で全会-･致で決定いただいたとのことです．

る

み

・
　

”

｀
の

示

用

よ

に

賞

た

ん

ら

展

碚

に

く

秀

し

さ

れ

で

鳥

催
　

優

ま

夫

こ

店

袖

ｔ

藁

最

心｛

英

゜
支

も

Ｉ

事

．
Ｉ

浦

た

見

品

呪

艮

流

れ

樋

松

し

国

作

ま

会

交

か

ヵ

゛
ま
ｉ

の

い

夫

町

開

ｊ

ん

れ

影

町

て

国

兄

が

湫

さ

ば

邦

見

れ

村

岡

丿
　

宏

遠

東

川

さ

新

・

卜
一ｗ

秦

が

で

畸

示

ぐ

分

ス

さ

に

品

ま

鍵

屐

会

大

テ

博

賞

作

丸

‘
て

友

・

ン

俊

秀

の
Ｉ

問

に

写

畸

コ

木

優

ん

肘

期

店

し

艮

卜

咋

‘
さ

１

じ

攴

か

川

オ

こ

か

．

’
同

兄

つ

ニ

フ

扣

は

賢

は

ヽ
囚

あ

第

笑

長

の

江

品

れ

川

ｒ

の

町

こ

徳

作

さ

金

教
育
委
員
に

野
村
和
夫
さ
ん
再
任

国
兄
町
教
育
委
員
に
野
村
和

夫
さ
ん
が
叫
陪
さ
れ
、
Ｍ
永
町
艮

よ
り
Ｆ
月
一
日
付
で
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
野
村
さ
ん
は
四
期

日

と

な

り

、
ｗ
ｍ

水

町

長

は

「

教

育

上

の

課

題

も

多

い

と

き

で

す

が

．

教

育

は
人
間
形
吠
の
基
木
で
あ
り
、
町
を

築
き
．
将
来
を
託
せ
る
人
づ
く
り
の
か

め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

述
べ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

村
上
公
月
さ
ん

固

定

資

産

評

価

審

轟

委

員

に
1
4
上

公

月

さ

ん

が

再

任

さ

れ

ま

し

た

．

固

定

資

産

税

の

課

税

な

ど

に

つ

い
て

不

服

が

あ

る

場
（

い
．

そ

の

審

査

を

町

固

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

に

申

し

出

る

こ

と

が

で

き

ま

す

が

．

村

上

さ

ん

は

、

そ

の

寓

査

に

あ

た

る

委

員

と

し

て

．

議

会

の

同

意

を

受

け

、

今

度

で

こ

期

日

の

叙

任

で

す

．

人
権
擁
護
委
員
に

宍
戸
惣
兵
衛
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
に
火
戸
惣
兵
衛

さ
ん
が
再
任
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
人
権

擁
護
委
八
は
、
人
格
や
識
兄
に
優

れ
。
人
権
擁
護
に
哩
解
の
あ
る
人

を
町
が
議
会
の
同
意
を
得
て
雛

鵡
し
。
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

も
の
で
す
。
人
権
に
関
す
る
悩

み
や
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
連
絡
先

宍
戸
惣
兵
衛
さ
ん

き
5
８
5
1
4
2０
1

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

ね
ん
土
み
た
い

大
木
戸
小

ご
と
う
ち
ひ
ろ

月
囎

Ｂ

に

い

ね

か

り

を
し

ま
し

た

。

田

ん

ぼ

が
ぐ

に

ゃ
ぐ

に

ゃ

し
て

。

ね

ん

土
み

た

い
で

し

た

。

ゆ
み

子

先

生

が

。

「

ひ

と

り
四

か
ぷ

ず
つ

、

か

る

ん
だ

よ

。

」

と

お

し

え
て

く
れ

ま

し

た

。

じ

ょ
う

ず

に

四

か
ぷ

か

れ

ま
し

た

。

も
っ

と

も
っ

と

か

り

か

た
っ

た

で

ず
。

学
し
ゅ
う
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

大
木
戸
小

ま
つ
う
ら
ひ
ろ
ゆ
き

先

生

が

「

こ

ん

ど

の

学

し

ゅ

う

は

っ

ぴ

ょ

う

か

い

で

．

大

き

な

か
ぷ

の

げ

さ

菅
や

る

よ

」

と

い

っ

た

と

き

．

ぼ

く

は

お

も

し

ろ

そ

う

だ

な

あ
と

お

も

い

ま

し
た

．

「

う

ん
と

こ

し

よ
．

ど

っ

こ

い

し

ょ
」

の

こ

と

ぱ
が

．

た
の

し

そ
う

だ

っ

た
か

ら
で

す

．

ほ

ん

ば

ん

で

は

．

と

て

も

ド
キ

ド

キ

し

た

け

ど

．

が

ん

ば

っ

て

大

き

な

こ

え

で

セ

リ

フ

を

い

い
ま

し

た

．

さ

い

ご

に

．

み

ん

な

に

は

く

し

ゅ
し

て

も

ら

っ

だ

の

が

う

れ

し

か

っ
た

で

す

．

『
兒
一
隻
徒
文
集

く
に
み

第
3
1号
』
か
ら
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